
○
…
長
野

市
権
堂
町
の

加
藤
鯉こ

い

店
は

日
、
大
み
そ
か
に
備
え
て

年
取
り
魚
の
鯉
を
買
い
求
め

る
客
で
に
ぎ
わ
っ
た

写

真
。い
け
す
か
ら
取
り
出
し
、

さ
ば
い
た
新
鮮
な
切
り
身
を

提
供
し
た
。

○
…
扱
う
の
は
佐
久
地
方

特
産
の
佐
久
鯉
で
、
価
格
は

１
㌔
１
３
５
０
円
と
例
年
並

み
。
訪
れ
た
客
は
「
脂
が
少

な
め
の
小
さ
い
鯉
を
」
な
ど

と
言
っ
て
好
み
の
１
匹
を
選

ん
で
い
た

中
に
は

年
越
し

に
は
欠
か
せ
な
い

と

ま
と

め
て
５
匹
購
入
す
る
客
も
。

○
…
上
水
内
郡
飯
綱
町
で

３
世
代
同
居
し
て
い
る
と
い

う
宮
入
ふ
さ
子
さ
ん

は
鯉
こ
く
を

孫
に
頼
ま
れ

た
と
い
い
、

「
み
ん
な
で

良
い
年
を
迎

え
ら
れ
る
よ

う
、
腕
に
よ

り
を
か
け
た

い
」
と
張
り

切

っ

て

い

た
。

男

レ
ン
タ
カ
ー
で
同
行

仏
紙

邦
人
留
学
生

不
明
直
前
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事
業
報
酬

電
力
会
社
が
保
有
す
る
資
産
に
一
定
の
利
率
を
掛
け

て
算
出
し
、
電
気
料
金
の
原
価
に
含
め
る
。資
産
が
大
き
い
ほ
ど
、

事
業
報
酬
も
大
き
く
な
る
。
事
業
を
継
続
す
る
上
で
必
要
な
資
金
調
達
コ

ス
ト
と
位
置
付
け
ら
れ
、
借
入
金
の
利
払
い
や
株
式
の
配
当
な
ど
に
充
て

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
現
在
は
２
・
９
％
。

年

億
円
４
年
間

年
末
年
始
用
の
食
料
品
な
ど
を
買

い
求
め
る
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う

東
京
・
築
地
の
場
外
市
場

日

午
後
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年
の
瀬
の

日
、
東
京
・
豊
洲

市
場
（
江
東
区
）
へ
の
移
転
が
延

期
さ
れ
た
東
京
都
中
央
区
の
築
地

市
場
と
、
隣
接
す
る
場
外
市
場
は

と
も
に
、
マ
グ
ロ
や
カ
ニ
な
ど
年

末
年
始
用
の
食
料
品
を
求
め
る
買

い
物
客
や
外
国
人
観
光
客
ら
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

築
地
市
場
は
当
初
、

月
７
日

に
豊
洲
へ
移
転
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
が

安
全
性
へ
の
懸
念
な
ど
か
ら
延
期

を
表
明
。
具
体
的
な
移
転
の
時
期

は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
約
４
０
０

の
小
売
店
や
飲
食
店
が
ひ
し
め
く

場
外
市
場
は
、
移
転
に
か
か
わ
ら

ず
築
地
に
残
る
。

５
年
以
上
前
か
ら
年
末
の
買
い

物
に
訪
れ
て
い
る
と
い
う
東
京
都

新
宿
区
の
主
婦

は
「
移
転
問

題
で
ど
う
な
る
か
と
思
っ
た
が
、

例
年
と
変
わ
ら
ぬ
に
ぎ
わ
い
で
ほ

っ
と
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

場
外
市
場
商
店
街
振
興
組
合
に
よ

る
と
、

〜

日
の
４
日
間
は
１

日
６
万
人
以
上
の
人
出
が
見
込
ま

れ
る
。

ハ
ワ
イ
に
あ
る

Ｗ
ａ
ｋ
ｋ
ａ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

の
コ
メ
販
売
店

と
出
口
さ
ん

左
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蟒
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蟒
蟒
蟒
蟒
蟒
蟒
蟒
蟒
蟒
蟒
蟒
蟒

築
地

い
つ
も
の
年
の
瀬

伊
那
市
長
谷
に
あ
る
耕
作

さ
れ
て
い
な
い
水
田

ハ

ワ
イ
向
け
に
コ
メ
を
生
産

す
る
予
定
だ

月

国
産
米
の
海
外
輸
出
を
手
掛
け
る
「
Ｗ
ａ
ｋ
ｋ
ａ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
ワ
ッ
カ
ジ
ャ
パ
ン
）
」
（
札
幌
市
）

が
来
年
１
月
、
伊
那
市
長
谷
に
農
業
生
産
法
人
を
立
ち
上
げ
、
米
ハ
ワ
イ
向
け
に
コ
メ
の
生
産
を
始
め
る
。

玄
米
の
ま
ま
輸
出
し
た
コ
メ
を
現
地
で
精
米
し
、
消
費
者
に
届
け
る
経
営
で
注
目
さ
れ
る
同
社
だ
が
、
自

社
生
産
は
初
め
て
の
試
み
。
海
外
消
費
者
の
健
康
志
向
を
に
ら
ん
で
農
薬
や
化
学
肥
料
を
極
力
使
わ
な
い

考
え
で
、
担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
る
山
村
農
業
の
「
一
つ
の
モ
デ
ル

に
な
れ
ば
」
と
関
係
者
は
意
気
込
ん
で
い
る
。
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東
京
電
力
が
建
設
を
事
実
上
凍

結
し
て
い
る
東

ひ
が
し

通
ど
お
り

原
発
１
号
機

（
青
森
県
）
を
資
産
と
し
て
扱
い
、

株
式
配
当
な
ど
に
充
て
る
「
事
業

報
酬
」
と
し
て
年

億
円
を
電
気

料
金
に
含
め
て
い
る
こ
と
が

日
、
東
電
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

建
設
中
の
施
設
を
資
産
に
含
め

て
計
算
し
、
電
気
料
金
に
算
入
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

東
電
は
完
成
や
稼
働
の
見
通
し
が

全
く
立
た
な
い
原
発
の
分
も
含
め

て
契
約
者
に
転
嫁
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

福
島
第
１
原
発
事
故
を
受
け
、

東
電
は
業
績
が
大
幅
に
悪
化
。
２

０
１
２
年
５
月
、
電
気
料
金
の
値

上
げ
を
経
済
産
業
省
に
申
請
し

た
。
家
庭
向
け
は
平
均
で
８
・

％
増
と
決
ま
り
、
同
年
９
月
に
値

上
げ
を
実
施
し
た
。

東
電
に
よ
る
と
、
こ
の
時
の
値

上
げ
審
査
で
、
建
設
途
中
の
東
通

原
発
を
資
産
と
し
て
料
金
原
価
を

計
算
し

認
め
ら
れ
た

事
業
報
酬

率
２
・
９
％
を
掛
け
た
年

億
円

が
電
気
料
金
に
含
ま
れ
て
い
る
。

値
上
げ
か
ら
４
年
が
経
過
し
、

契
約
者
の
負
担
は

億
円
を
超
え

る
計
算
だ
。
東
電
は

年
３
月
期

ま
で
３
期
連
続
で
黒
字
決
算
と
な

っ
て
い
る
が
、
料
金
原
価
か
ら
東

通
原
発
の
事
業
報
酬
を
除
外
す
る

予
定
は
な
い
と
い
う
。

東
電
の
東
通
原
発
１
号
機
は
、

年
１
月
に
本
体
工
事
を
開
始
。

２
カ
月
後
に
福
島
第
１
原
発
事
故

が
発
生
し
、
進し

ん

捗
ち
ょ
く

率
９
・
７
％

の
ま
ま
建
設
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

隣
接
す
る
東
北
電
力
東
通
原
発
を

現
地
調
査
し
た
原
子
力
規
制
委
員

会
の
調
査
団
か
ら
は
、
東
電
の
敷

地
内
に
活
断
層
が
延
び
て
い
る
と

の
指
摘
も
出
た
。

東
電
は
取
材
に
対
し
、
東
通
原

発
の
事
業
報
酬
に
つ
い
て
「
事
業

に
必
要
な
コ
ス
ト
と
し
て
料
金
に

含
め
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。
建
設
工
事
に

関
し
て
は
「
立
地
地
域
を
は
じ
め
、

社
会
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
当
社

の
経
営
状
況
を
踏
ま
え
決
定
す

る
」
と
説
明
し
た
上
で
、
「
（

年
の
）
設
置
許
可
時
点
で
考
慮
す

べ
き
活
断
層
は
な
い
と
認
め
ら
れ

た
」
と
主
張
し
て
い
る
。
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【
パ
リ
共
同
】
筑
波
大
か
ら
フ

ラ
ン
ス
東
部
ブ
ザ
ン
ソ
ン
の
大
学

に
留
学
し
て
い
る
黒
崎
愛な

る

海み

さ
ん

が
行
方
不
明
に
な
る
直
前
、

重
要
参
考
人
の
チ
リ
人
の
男
が
レ

ン
タ
カ
ー
で
黒
崎
さ
ん
と
共
に
近

郊
の
飲
食
店
に
行
き
、
深
夜
に
大

学
構
内
に
一
緒
に
戻
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
紙
パ
リ
ジ

ャ
ン
が

日
、
伝
え
た
。

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
警
察
当
局
は

事
情
を
聴
く
た
め
、

日
付
で
国

際
刑
事
警
察
機
構
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
）

を
通
じ
て
男
を
国
際
手
配
し
た
。

た
だ
チ
リ
と
フ
ラ
ン
ス
の
２
国
間

に
身
柄
引
き
渡
し
な
ど
の
協
定
が

な
い
た
め
、
捜
査
難
航
の
要
因
に

な
り
か
ね
な
い
と
の
見
方
も
伝
え

た
。
地
元
紙
レ
ス
ト
レ
ピ
ュ
ブ
リ

カ
ン
は
、
男
は
チ
リ
の
大
学
で
助

手
職
に
就
き
、
２
０
１
４
〜

年

に
筑
波
大
に
留
学
し
た
経
歴
が
あ

る
と
報
じ
た
。

報
道
に
よ
る
と
、
男
は
４
日
夜
、

黒
崎
さ
ん
を
レ
ン
タ
カ
ー
に
乗
せ

て
フ
ラ
ン
シ
ュ
コ
ン
テ
大
が
あ
る

ブ
ザ
ン
ソ
ン
か
ら
約

㌔
南
東
の

オ
ル
ナ
ン
の
飲
食
店
で
食
事
を
共

に
し
、
深
夜
に
２
人
で
大
学
構
内

の
寮
に
戻
っ
た
。
食
事
と
レ
ン
タ

カ
ー
の
代
金
は
男
が
カ
ー
ド
で
支

払
っ
た
。

一
方
、
ブ
ザ
ン
ソ
ン
の
北
約
２

０
０
㌔
の
ベ
ル
ダ
ン
で
黒
崎
さ
ん

と
特
徴
の
似
た
女
性
が

日
に
目

撃
さ
れ
て
い
た
と
一
部
メ
デ
ィ
ア

が
伝
え
て
い
た
が
、
地
元
警
察
は

日
ま
で
に
別
人
と
判
断
し
た
。

世
田
谷
一
家
殺
害

現
場

献
花

東
京
都
世
田
谷
区
で
２
０
０
０

年

月
、
会
社
員
宮
沢
み
き
お
さ

ん

当
時

ら
一
家
４
人
が

殺
害
さ
れ
た
事
件
は

日
で
発
生

か
ら

年
を
迎
え
た
。
警
視
庁
の

捜
査
員
ら
は
現
場
の
住
宅
前
で
献

花
し
、
遺
族
は
埼
玉
県
新
座
市
で

墓
参
り
に
訪
れ
、
事
件
の
解
決
を

願
っ
た
。

現
場
で
行
わ
れ
た
献
花
式
に
は

約

人
が
参
列
。
露
木
康
浩
刑

事
部
長
は
４
人
の
遺
影
が
飾
ら

れ
た
祭
壇
に
花
束
を
手
向
け
た
。

高
田
浩
捜
査
１
課
長
は
「
凶
悪

な
犯
行
に
及
ん
だ
犯
人
を
許
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

年
が
た

っ
た
が
、
必
ず
摘
発
す
る
と
い
う

強
い
思
い
で
捜
査
す
る
」
と
話
し

た
。

日
午
後
に
は
、
み
き
お
さ
ん

の
母
節
子
さ
ん

が
新
座
市
の

墓
地
を
訪
れ
た
。
墓
石
に
線
香
を

供
え
、
静
か
に
手
を
合
わ
せ
た
節

子
さ
ん
は
「
自
分
の
年
齢
を
数
え

る
と
、
ず
い
ぶ
ん
月
日
が
た
っ
た

と
思
う
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
件

が
起
き
た
の
か
知
り
た
い
」
と
無

念
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。
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江戸時代後期の浮世絵師 葛飾北斎1760～1849

年）の肉筆画とみられる掛け軸が見つかったこと

が 日、分かった。竹を背景に、石灯籠に止まっ

ている鶏２羽が描かれた「竹
ちく

鶏
けい

図
ず

」＝写真＝で、

絵を確認した慶応大の内藤正人教授（日本美術史）

は「緻密な画風や落款などから北斎作で間違いな

い」としている。

この掛け軸は東京都内の美術商が 月末、デン

マークでの競売で落札。美術商によると、鹿鳴館

の設計で知られる英国の建築家ジョサイア・コン

ドル（1852～1920年）の旧蔵品という。

縦110㌢、横 ㌢の絹本に、竹や豆、鶏が写生

風に綿密に描写されている。北斎 と署名し、「亀
き

毛
もう

蛇
だ

足
そく

」の印を押していることなどから、北斎の

代半ばごろの作品とみられる。内藤教授は「こ

れまで見たことがない図柄。人物画、役者絵とい

う浮世絵の枠を超え、花鳥画にも進出していった

過程を示す作品で、とても貴重だ」と話している。

北斎 新境 「鶏」肉筆画発見

地
元
農

の
指
導
仰
ぎ

社
長
の
出
口
友
洋
さ
ん

札
幌
市
出
身

が
信
州
大
教
育
学

部
（
長
野
市
）
卒
と
い
う
縁
で
構

想
が
動
き
だ
し
た
。

出
口
さ
ん
は
２
０
０
２
年
に
信

大
を
卒
業
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
や
ア
パ
レ
ル
会
社
で
働
き

な
が
ら
上
海
や
香
港
で
暮
ら
し
て

き
た
が
「
お
い
し
い
日
本
産
米
が

手
に
入
り
に
く
く
、
値
段
も
高
か

っ
た
」
こ
と
か
ら
、

年
、
香
港

に
日
本
産
米
専
門
店
を
開
い
た
。

年
に
は
ワ
ッ
カ
ジ
ャ
パ
ン
を

創
業
。
東
御
市
や
上
水
内
郡
飯
綱

町
を
含
む
全
国

余
り
の
農
家
や

農
協
と
契
約
し
、
「
三
代
目
俵
屋

玄
兵
衛
」
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、

低
温
管
理
し
た
玄
米
を
ア
ジ
ア
諸

国
や
ハ
ワ
イ
に
輸
出
、
現
地
精
米

し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
や
個
人
宅
に
届

け
て
い
る
。

年
産
米
の
輸
出
は
、

前
年
比
約
２
０
０
㌧
増
の
約
千
㌧

を
見
込
む
と
い
う
。

試
行
錯
誤
の
結
果
、
「
国
に
よ

っ
て
コ
メ
に
求
め
る
価
値
が
違
う

こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
出
口
さ
ん
。

米
国
人
は
食
味
よ
り
も
栄
養
価
や

健
康
面
な
ど
を
重
視
す
る
傾
向
に

あ
る
と
い
い
、
自
然
栽
培
に
特
化

し
た
玄
米
の
自
社
生
産
を
準
備
し

て
き
た
。

転
機
は
今
年
２
月
。
信
大
広
報

誌
上
で
対
談
し
た
濱は

ま

田だ

州く
に

博ひ
ろ

学
長

の
紹
介
で
伊
那
市
長
谷
を
知
り
、

興
味
を
持
っ
た
。
長
谷
の
人
口
は

今
月
１
日
時
点
で
１
８
０
０
人
。

旧
伊
那
市
と
合
併
し
た

年
前
か

ら
３
８
０
人
余
り
減
っ
て
お
り
、

耕
作
放
棄
地
も
目
立
つ
が
、
「
そ

の
分
、
残
留
農
薬
の
危
険
が
少
な

く
、
安
全
な
コ
メ
を
育
て
ら
れ
る
」

と
生
産
地
に
決
め
た
。

伊
那
市
に
つ
く
る
農
業
生
産
法

人
名
は
「
Ｗ
ａ
ｋ
ｋ
ａ

Ａ
ｇ
ｒ

ｉ
（
ワ
ッ
カ
ア
グ
リ
）
」
。
黒
河

内
、
非ひ

持じ

の
両
地
区
で
計
１
㌶
余

の
水
田
を
借
り
、
通
常
の
玄
米
と

比
べ
て
栄
養
素
を
含
む
胚
芽
が
３

倍
ほ
ど
大
き
い
品
種
「
カ
ミ
ア
カ

リ
」
を
育
て
る
。
化
学
肥
料
は
使

わ
ず
、
農
薬
も
で
き
る
だ
け
使
用

し
な
い
方
針
で
、
生
産
に
手
間
暇

を
掛
け
る
分
、
自
社
流
通
網
を
生

か
し
て
経
費
を
浮
か
せ
、
販
売
価

格
を
抑
え
た
い
と
し
て
い
る
。

コ
メ
作
り
は
地
元
農
家
の
技
術

指
導
も
仰
ぎ
な
が
ら
市
内
の
若
者

を
雇
い
、
当
面
、
自
ら
も
含
め
て

３
人
体
制
で
臨
む
考
え
。
初
年
度

の
収
穫
目
標
は
１
・
５
㌧
。
そ
の

後
、
少
し
ず
つ
生
産
面
積
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
す
る
。

「
地
元
の
方
に
信
頼
し
て
も
ら

う
た
め
に
も
生
産
地
近
く
に
住
み

た
い
」
と
、
出
口
さ
ん
は
来
年
３

月
、
現
在
暮
ら
し
て
い
る
名
古
屋

市
か
ら
長
谷
に
移
住
す
る
予
定
。

「
農
業
は
１
、
２
年
で
結
果
は
出

な
い
。
ぜ
ひ
長
い
目
で
見
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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